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特定非営利活動法人全国女性会館協議会 第 62 回全国大会 

実施報告書 

 

1 日時 2018 年 12 月８日（土）、９日（日） 

2 会場 沖縄県男女共同参画センターてぃるる 

3 主催 特定非営利活動法人全国女性会館協議会 

沖縄県男女共同参画センター管理運営団体 

   （公益財団法人おきなわ女性財団と株式会社かりゆしエンターティメントＪＶ） 

                       JV：複数の異なる企業等が共同で事業を行う組織 

4 共催等 共催：沖縄県・沖縄県女性団体連絡協議会 

協賛：オキコ株式会社、沖縄ツーリスト株式会社、沖縄ガス株式会社、 

沖縄空輸株式会社、沖縄県学校用品株式会社、一般社団法人沖縄県教職員

共済会、沖縄県女性の翼の会、沖縄少年友の会、沖縄乗用自動車事業協同組

合、沖縄ゼロックス株式会社、沖縄済州会、一般社団法人沖縄電気保安協会、

沖縄パナソニック特機株式会社、 

公益財団法人沖縄県母子寡婦福祉連合会、沖縄菱電ビルシステム株式会社、 

オリオンビール株式会社、一般社団法人ガールスカウト沖縄県連盟、 

勝俣京子税理士司法書士事務所、金秀グループ、株式会社琉球オフィスサービ

ス、株式会社かりゆし、サラダボウル、瑞泉酒造株式会社、生活協同組合コー

プおきなわ、株式会社タイムス住宅新聞社、ファーム in ナビ－の里、日本テトラ

パック株式会社、ねたて内科クリニック、パナソニックコンシューマーマーケティン

グ沖縄株式会社、放送大学沖縄学習センター、EY税理士法人 

5 主題 ひとりひとりが煌めくフェアな社会を目指して 

6 募集方法 ①会員館への要項・参加申込書の配布 

②チラシ、ポスター 

③ホームページ 

（全国女性会館協議会・公益財団法人おきなわ女性財団・沖縄県男女共同参画センタ

ーてぃるる・沖縄県） 

7 プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）12 月８日（土） 

①開会式 

◆オープニングイベント 

   ヴォイスアンサンブルユニットおから 

 

◆主催者挨拶  

沖縄県知事 玉城デニー（代読 沖縄県子ども生活福祉部長 大城 玲子） 

特定非営利活動法人全国女性会館協議会 代表理事 納米 恵美子 

沖縄県男女共同参画センター センター長 垣花 みち子 
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プログラム 

◆来賓祝辞 

   内閣府男女共同参画局  局長 池永 肇
と し

恵
え

 

文部科学省総合教育政策局長  局長 清水 明 

 

 

 

 

 

②第 12 回事業企画大賞表彰式  

   ・事業企画大賞（１事業）、奨励賞（２事業）、表彰 

事業企画大賞 熊本市男女共同参画センターはあもにい 

奨励賞 クレオ大阪中央（大阪市立男女共同参画センター中央館） 

浜松市男女共同参画・文化芸術活動推進センター（あいホール） 

協議会特別賞（該当無し） 

   ・講評 審査委員長 喜友名 静子（前沖縄県男女共同参画審議会会長）  

・事業企画大賞 大賞事業紹介 

 「男女共同参画の視点に立った防災」の次への一歩 

      熊本市男女共同参画センターはあもにい 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

・協賛社紹介 

     日本テトラパック株式会社 

コミュニケーションマネージャー 松田 幸 
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③基調講演 

  「女性活躍推進社会の光と影 －ジェンダー公正をめざして－」 

 

   講師：上野 千鶴子   

   （社会学者・東京大学名誉教授・ 

認定 NPO法人ウィメンズアクションネットワーク理事長） 

 

④パネルディスカッション  

 「女性活躍推進社会の光と影 －ジェンダー公正をめざして－」 

 

  

 

  

  

 

パネリスト 

新垣 誠（沖縄キリスト教学院大学人文学部長） 

喜納 育江（琉球大学教授 琉球大学ジェンダー協働推進室長） 

ﾏﾁ・ﾃﾞｨﾙﾜｰｽ （沖縄科学技術大学院大学OIST 男女共同参画・人事担当副学長） 

コーディネーター 

上野 千鶴子 （社会学者・東京大学名誉教授・WAN理事長） 

 

⑤全国女性会館協議会 今後の予定及び活動内容報告 

⑥情報交換会 

・開会の挨拶 沖縄県男女共同参画センター  管理運営団体代表 長嶺 栄子 

・乾杯の音頭 全国女性会館協議会  代表理事 納米 恵美子 

・歓迎の言葉 沖縄県子ども生活福祉部 平和援護・男女参画課 課長 大濱 靖 

・次回開催館告知 浜松市男女共同参画推進協会の皆さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）12 月９日（日） 

①分科会  
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・女性リーダー養成  

   情報提供者：福岡県男女共同参画センターあすばる 福井 美紀 

            三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」 石垣 弘美 

・男女共同参画センターのネットワークの可能性 

   情報提供者：（公財）せんだい男女共同参画財団 木須 八重子 

・日常的暴力被害と精神科疾患 竹下 小夜子 （精神科医） 

・「JK ビジネス」の状況  矢野 恵美 （琉球大学法科大学院教授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②全国女性会館協議会全体会 

8 事業企画 

大賞 

①事業企画大賞 

◆事業企画大賞  

 ・熊本市男女共同参画センターはあもにい 

 「男女共同参画の視点に立った防災」の次への一歩 

◆奨励賞  

・クレオ大阪中央（大阪市立男女共同参画センター中央館） 

 女性チャレンジ応援拠点 

・浜松市男女共同参画・文化芸術活動推進センター（あいホール） 

 2017 年度浜松市委託人材育成事業 

「はままつ女性スクール」「はままつ女性カレッジ」「はままつ女性ラボ」 

◆協議会特別賞 

   該当無し 

 

 

②審査委員 

 ◆審査委員長 
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  喜友名 静子 （沖縄キリスト教短期大学名誉教授、 

前沖縄県男女共同参画審議会会長） 

 ◆審査委員 

島 洋子 （琉球新報社 編集局 経済部長） 

松本 眞一 （株式会社金秀本社 社長） 

柴田 美代子 （NPO法人全国女性会館協議会 常任理事） 

垣花 みち子 （沖縄県男女共同参画センター長） 

9 参加者数、

アンケート

結果 

◆参加者数 

会員館関係者：107 人 参加会員館数：29 館 一般参加者数：323 人 

 

 

参
加
者
数 

ア

ン

ケ

ー

ト 
 
回
収
数 

大
変
満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

事業企画大賞 150 52 25 23 2 0 2 

基調講演 430 69 58 9 1 0 1 

パネルディスカッション 350 67 53 10 2 0 2 

情報交換会 87 34 24 9 0 0 1 

分科会①（女性リーダー） 20 11 7 3 0 0 1 

分科会②（ネットワーク） 20 9 6 3 0 0 0 

分科会③（暴力と疾患） 17 10 10 0 0 0 0 

分科会④（JKビジネス） 30 15 10 3 1 0 1 

全体会 86 17 8 6 3 0 0 
 

10 感想 全体 

・沖縄の皆様、本当にお疲れ様でした。たくさん学ぶことがありました。上野さんの講演

は改めて考えさせられ刺激を受けました。短い２日間でしたが、他に何を学んでいこ

うか考えています。 

･講演、パネルとも内容が充実していて、とても満足しています。参加してよかったです。 

・基調講演はとても良かったが資料がほしかった。 

・場違いかなと思いつつ、参加しましたが、自分の仕事、生き方、考え方に活かせる内

容が盛り沢山でした。ありがとうございました。沖縄県で女性リーダー養成しているの

であれば、参加して、情報発信したいなと思います。沖縄県の女性パワフルなので、

それを活かせたらいいなお思います。 

・この規模のイベントの開催は大変だと思います。お世話になりました、ありがとうござ

いました。 

・パネルディスカッションの講師選定がすばらしかった。上野先生はもちろんです。地域

に持って帰ります。遠くからきたかいがありました。 

・それぞれの男女共同参画センターで“女性”の生きづらさの解消のために活動されて
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いらっしゃる皆さんのご意見や考えを拝聴することができて学びました。ありがとうご

ざいました。 

・ありがとうございました、大満足です。 

・1日目の基調講演・パネルディスカッションは大変楽しく、課題や解決法を考えるうえで

大変参考になりました。ありがとうございました。 

・てぃるるのみなさま、女性会館協議会のみなさま、ご尽力いただき、ありがとうござい

ました。 

・申し分ありません。大変すばらしい大会でした。開催心より感謝申し上げます。ありが

とうございました。 

・準備等大変だったと思います。とても盛大な全国大会で沖縄に来れ大満足です。あり

がとうございました。 

・上野千鶴子先生の基調講演がとてもすばらしかったです。90 分があっという間であ

り、難しい概念をやさしいワードに変換して下さりとてもわかりやすかったです。年に

一度お越しいただけるよう望みます。参加してよかったです。ありがとうございまし

た。 

・ずっとお会いしたかった上野先生から分かりやすく解説して下さったおかげで女性とし

ての学びが深く、男と女の関係性の育み方が学べました。ケアの中に女性も男性も。

一番の Keyword になりました。沖縄で開催して下さり本当に有難うございました。 

・とても素晴らしい企画でした。 

・上野さんやパネリスト 3 人のお話はとてもわかりやすく、興味深く聞かせていただきま

した。無意識のバイアスや、学内の構造改革など、周りでも活用できそうな事が聞け

て勉強になりました。ありがとうございました。 

・もっと若い人もきて、話をきくべきだな。 

・社会学的な観点やその他の観点を交えて、Feminism やそれに関わる問題の原因、そ

して解決策について学ぶことができて大変勉強になった。 

・本当の男女参画が実現できない根本の原因をもう少し話してもらいたかった。教育基

本法を改正させた力が今学校現場が型はめの教育にどんどん進んでいる。日本会

議のメンバーは国民主権、基本的人権、平和主義を削除すればいいと言っていて、

戦争に向けて力を強化している。個性、個人を大切にする方向性がまずない中で、

どうたたかえばいいか、それもどこかで聞きたい。 

・文部科学省総合教育政策局長の清水局長の話が聞けたので良かった。 

・上野千鶴子さんの基調講演、腑に落ち、すばらしかった。 

・パネルディスカッションも、上野さんのリード見事で、腑に落ちました。 

・女性である私にもさまざまな刷りこみがあると気づかされました。上野先生のファンで

本も数冊読んできました。生上野先生に会いたくて遠くうるま市からきました。まだ沖

縄に来て下さい。ありがとうございました。 

・上野千鶴子先生の招待は最高の人選でした。最高の講演とパネルディスカッションで

した。次回も期待します。 
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・それぞれの先生方が分かりやすくお話下さり､上野先生のコーディネートが見事でし

た。 

・全国女性会館協議会の全国大会が 62 回を迎えたということにびっくりしました。沖縄

で開催されるのは初めてということでしたが、その名前も知りませんでした。参加して

男女共同参画の国の考え方、法律の内容等を上野千鶴子先生が講演したおかげで

いろいろ学ぶことができました。「当事者が社会を変える」に共感です。 

「男女平等」という言葉だけが一人歩きしているという感じがして、ずっと違和感を感

じていた。今日の講話から、フェミニズムの本質や私たちがどんな意識を持つ必要が

あるか、考えることができた。今、大学 4年で卒論のテーマに関することなので、参加

したが、多くのことを学べて本当によかった。 

・キリ短時代、恩師喜友名先生のお元気な声聞けて嬉しかったです。 

・熊本 育児調査 防災との連携の取り組み学ばせていただきます。 

・発表パワーポイント資料欲しかったです。防災具体的な方法全国に発信よろしくおね

がいします。 

・上野氏のおはなし持ち帰ります。スタッフのみなさんありがとうございました。 

・とても楽しかったです。上野千鶴子さんのお話最高でした、ありがとうございました。 

・最も身近なこと、生きてゆく上で大切なことなのに関心はあるけど向きあえていません

でした。上野先生のわかりやすく、おもしろく、軽快なトークはわかりやすいし、よく理

解できました。これから注視して、あげるべき声はあげて自分自身も生きやすく、その

社会を次世代に手渡せるようにしてゆきたいと痛感しました。今の自分の働き方が不

当だと改めて気付きました。私は内地出身沖縄生活 4 年目です。内地にいた時は知

ってるつもりで（戦中に沖縄のはかりしれない犠牲と基地のこと）来て生活して全く知

っていなかったとがく然としました。本当に沖縄の人が自分のことに考える。 

内地の人への気持ちわかる 沖縄のことは沖縄で考える 心にしみました。 

･大変意義ある講演、パネルディスカッションでした。例えば「男女共同参画」はゴール

かツールか？という問いかけは、あらためて考えてみたいと思います。パネリストに

は、大学関係者だけでなく、女性団体の当事者を加えてみて欲しかった。「男女共同

参画に」関する会合として、やはり女性参加者が圧倒的多数である現状には違和感

をいつも覚えている。上野先生にはやはりさすがの学識経験に感嘆しました。 

・ネオリベ新自由主義が基軸になった現代日本社会でジェンダー公正を思考して行動

しなければと思った。 

・上野先生の手元資料がほしかった。（パワーポイント資料） 

・上野さんの「被害者が被害者でいる限り、加害者になる」 、パネルディスカッションで

の「暴力は学ぶもの」、「同等の機会」等の言葉が胸に残りました。 

・事業企画入賞は大賞以外にも簡単な紹介（紙面でも）があれば･･･ 

・上野さんのお話がとても良く学びになった。もっと本を販売して欲しかった。レジュメが

なく多くの人がスマホで写メとっているのが気になったが･･･ 

・パネラーが皆、大学関係者というのはどうか･･･(皆、よかったですが･･･) 
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・理論も実践も大変ためになった。おつかれ様でした。感謝。 

・大変勉強になりました、ありがとうございました。 

・大変充実した２日間でした。協議会、てぃるるの皆様、ありがとうございました。 

分科会 

・分科会は時間が足りなかった。 

・「JK ビジネス」内容はとても良かったが、考えさせられる事が大きすぎて、処理しきれ

ない。 

・ＪＫビジネス 以前から？でした。むずかしい問題をたくさん含んでいる、課題も山積み

とよくわかりました。ただ、買う側の問題で買う方向に走る原因として人格や性教育

が大きく関係していると思います。それについてはどうなのでしょう。 

・男女共同参画についてはまだまだ知識や経験が少なく、分科会、交流会ではご一緒

した県外の皆様には申し訳なかったと思いました。今後、もっと勉強していかなくては

いけない分野だと感じています。ありがとうございました。関係者の皆様おつかれさ

までした。 

・「買防法」の前提に GHQの「人身売買」を撤廃した事があります。セックスワーカー（そ

の時）は、親、身内に売られた人達なので、保護更生という意識だったのだろうと思

います。あらためて「法」からと考えるとなんて男性本位なザル法だらけなんだろうと

いきどおりを覚えます。出来た法律をなげく事のない様に、私達は国会に人を送らな

ければいけないと強く思いました。 

・精神科疾患の方の相談を受けることも多く、対応にむずかしさを感じておりました。非

常に具体的でわかりやすいお話でした。仕事に活かしてゆきたいとおもいます。あり

がとうございました。 

・竹下先生のお話は具体的でよかったです。 

・竹下先生のご見解が汎用？というか従来信じられてきたものと違う気もしたが素晴ら

しい講演でした。 

･支援者として気づかされることが多かったです。誰か一人でもよい、本人の気持ちを受

けとめ、理解していく、本人を快復させる、本人が主体で決定者であるように支援して

いきたいです。ありがとうございました。 

・分科会③竹下先生のお話はとても納得でき、日頃の疑問の多くが解消されました。 

情報交換会 

・情報交換会は着席型で落ち着いて同じテーブルの方々と交流し、食事も楽しめたが、

多くの人々と交流はできなかった。 

・情報交換会では大変おもてなしいただきました。ありがとうございました。 

･情報交換会の出し物がとてもよかったです。 

･初参加でとまどうこと多々あり。県内、県外の参加者が一同に会する懇親会でしたか

ら、県外から来られた方と（県名とかセンター名）の紹介又はリストなどがあれば良か

った。全国の協議会加盟の女性センター等の状況をききたかった。沢山のおみやげ

ありがとう！ 
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全体会 

・全体会では各分科会のようすを共有したら良いと思う。あいさつだけなら、分科会後に

参集する必要はない。その分、分科会の時間を長くする方が有意義だと思う。 

11 主催者感想 第 62 回全国大会ｉｎ沖縄に、多くの皆様にお越しいただきまして、イッペーニフェーデ

ービタン（誠にありがとうございました）。 

男女共同参画を推進し、「ひとりひとりが煌めくフェアな社会」の実現のために、どの

ような役割を果たせるか、皆様と共に考える機会頂きましたこと感謝申し上げます。 

 ホスト館として職員一同、「暖かい気候」と「熱いハート」でお迎えしようと準備したもの

の不手際もあったかと存じますが、登壇者の皆様、分科会運営にご協力いただいた皆

様のご協力、全国女性会館協議会をはじめとした関係者の皆様のきめ細かなご尽力・

ご指導、そして、大会に参加し盛り上げて頂きました皆様のパワーにより盛会裡に終了

することが出来ました。衷心より感謝申し上げます。 

 女性活躍推進が叫ばれる一方で、男女共同参画センターを取り巻く環境は厳しいもの

がありますが、各センター創意工夫に満ちた様々な取組みや事業は、目を見張るもの

があり、私たち職員にとりましても実り多い大会となりました。 

各地域でのひとつひとつの取り組みより、女性の活躍の場が拡大し、女性活躍に

“光”をもたらせているのだと確信致しました。 

 しかしながら、ジェンダーギャップ指数は 144 カ国中 114 位と後退、非正規雇用の増

大、根強く残る男社会など、解消すべき女性活躍の“影”の課題も多く残されています。 

納米代表理事のご挨拶にありました「ネットワークは“力”です」。課題解決に向けて、

全国のセンター・会員の皆様と、議論し合い、知見を共有し、信頼関係を高め、ネットワ

ークの“力”を強固にできたとしたら幸いです。 

次の開催地浜松市での再会に向けて、これからも共に行動していきましょう！ 

（沖縄県男女共同参画センターてぃるる センター長 垣花 みち子） 

 


